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1 ｢理事会｣報告
｢第18回 岡山大学算数 ･数学教育学会 理事会｣を平成 22年6月 12日 (土)
12時から13時30分まで,I軌1｣大学教師教育開発センターで開催 しました｡同確乎会
への参加者は,会長,顧問,理事,会計検査,幹事 (也,数学教育講座の入学院生3名の
T-伝い)の合計26人でした｡理叫会の放題は F記の通りです｡
1 新入会員の承認
2 会計報告,会計監査報告
3 平成22年度の学会の活動予走について
4 その他
新入会員については,岡山大学大学院教育学専攻数学教育講座大学院生磯EI缶也,岸本
純平,池本 彩の3名の入会が理壌会で承認されました｡平成21年度の会計報告,会計
監査報告がなされ水認されました.il'-･成22年度の学会の活動については,協議した結果,
学校現場の教育課程により,通年通り ｢談話会｣｢研究発表会｣の順に開催することにし,
秋o)研究磯表会は10月23日 (土)に閃偶-)Jることに決まった｡
2 ｢総会J報告
｢第18回 ｢軌l｣大学算数 ･数学教育学会 総会｣を談詣会に引き続き,仰山大学教育
学部総合実践センターで開催しました｡舛事会報告の後,会計報告,会計監査報告,新入
会員の加入,学会活動軸管計画があり,総会で水認された｡
3 ｢談話会｣報告
平成22年6月 12U (土) 14時から17時まで,同舟大学教師教育開発センターで
｢談話会｣が開催された｡参加者は35名でした
今回0)談話会では,今日的な課題である r数学的な思考力 .表現jJJを育てるのための
算数 ･数学教育について,岡山大学教育学部附属小学校の鈴木隆幸,新井 修の各先生か
ら実践発表をいただいたOまた､｢算数 ･数学の評価の在り方｣について､岡山大学大学
院の黒崎東洋郎先生にご講演をしていただいたむ
以下は,その概要である｡
思考を働かせて､新しい数理を創り出していく算数の授業
1)｢思考を働かせる｣とは
2)｢新しい数理を創り出していく｣とは
3)直観的な思考と論理的な思考
4)頗比的な推論
5)帰納的な推論
6)偶錘的な推論
7)5年 ｢剛性の角｣～ LFrTq如けU)内角C/)机』の授業づくり～
8)授繋実践を通して
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第 18回 岡山大学算数 ･数学教育学会 ｢談話会｣報告
日時 平成22年6月 12日 (土)
14:00.-16:(10
談話会の話題
｢算数 ･数学の評価の在 り方｣
話題提供者
岡山大学大学院教育学研究科
教授 黒崎東洋郎
1 新しい評価観の構築
(1)指導と評価の一一体化
平成 23年度から新学習指導要領が小学校で完全実施され､続いて､平成 24年度から中
学校学習指導要領が完全実施される｡知識基盤社会化､グロール化に対応するため､｢生き
る力｣を引き続き育成することが強調されている｡しかしながら､PISA調査､全Fj,l学力調
査等の各種アセスメントの結果､PISA型読解力や記述式問題が良好とは言えないなどの課
題が指摘された｡これを踏まえて､改訂学習指萄要飴では､言論活動の充実の観点から ｢思
考力｣｢判断力｣｢表現力｣が強.淵されている｡とりわけ､PISA型読解力が良好でないこと
から､数学的表現力を強調し､算数的活動や数学的活動の例不に ｢説明する活動｣｢伝え合
う活動｣を取り上げ､これらの去現活動を重視する方向性を示しているO
今回の学習指導要領では､ゆとり教育の下､学力低下した反省から､削除 ･移行された
指涛事項が復活された｡しかしながら､平成元年に後戻りしたわけではない｡赦免関係が
第 1学年から取り扱われるなど､指導内容も算数 ･数学のカリキュラムも大きく変わって
いるO
そこで､新しい算数 ･数学のカリキュラムに基づいて指導されることになるが､新しい
指導内容をか ｣キュラムに即して指導すれば確かな学力が間違いなく形成されるというも
のではない｡指導計画と同様､評価計画も同時にプログラムし､指導と評価の一一体化を図
る必要がある.すなわち､学習指導要領が変われば､それに伴って､評価の在り方も改訂
されなければならないのである｡
(2)観点別学習状況の4観点の改訂
評価の在り方では､評価規準や評価基準の改定が不可欠である｡とりわけ､評価規準の
改訂は､関心度が高いものがあったO学校教育法 30条 2項では､｢習得｣｢活用｣｢探究｣
が主要なコンビテンシと示されたため､これと従前の観点別学習状況の観点の整合性をど
のように付けるのかということに関心が集まる所である｡
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｢関心 .意欲 ･態度｣｢数学的な考え方｣｢表現 ･処理｣｢知識 ･理解｣の観点別学習状況
の4観点の中でも､｢数学的な考え方｣は､従前は､｢数学的思考力｣｢数学的判断力｣を対
象にして評価してきたが､これが大きく変更される｡すなわち､新しい ｢数学的な考え方｣
は､言酷活動の充実の観点から思考力･判断力･表現力を表虫一体として捉えるため､｢数
学的思考力｣｢数学的判断力｣に ｢数学的表現力｣を加えて評価することになった｡
｢表現 ･処理｣の観点で捉えられていた ｢数で表すこと｣｢式に表すこと｣など数理的な
表現処理は､｢思考力･判断力･表現力｣と区別して､｢技能｣という観点で捉えることに
なった｡
2 新しい評価への期待
新しい評価規準が文部科学省から示されることになった｡重要なことは､評価のための
評価に終始しないことであるO学力低下論議が過熱化する中にあって,全国学力調査の結
果も ｢第〇番目｣だと全国ランキングが一人歩きしている｡何のために全国学力調査をし
ているのか目的が捻れてしまっている｡評価は､学習指導要領が最低基準だといわれて久
しい｡A問題や B間越の平均点が全国平均を上回ったと菩んでいる人がいるが､平均点は
文科省のいう最低基準に達しているのかどうかは､全く話題に上がっていない｡全国平均
を上回ったとしても､最低基準に達していない場合は､菩んではいられないのではないか
と危倶される｡
新しい評価では､学力が上がった､下がったと結果に-啓一憂して欲しくない.言語活
動の充実の観点から強調された ｢思考力･判断力･表現力｣を ｢数学的な考え方｣として
捉えて評価し､その評価をPDCAサイクルに基づく授業改善に生かして欲しいものであ
る.
(黒崎東洋郎)
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